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長い年月をかけて自然がつくり出した 洞 くつは，外
どう

界と 隔  絶 された未知なる空間であり，人々を 魅 
かく ぜつ み

 了 する
りょう

神秘的な世界です。不思議な形の岩， 壁 や 天 
かべ てん

 井 の独特
じょう

な形はどのようにしてつくられたのでしょうか。じつ

は，洞くつでみられるさまざまな形の 鍾  乳 
しょう にゅう

 石 は，地下
せき

水の 一  滴 一滴がつくり出したものなのです。鍾乳石が
いっ てき

1cm 伸 びるのに数百年かかるといわれています。つま
の

り何千年，何万年の時を経てあのような造形をつくり

あげたのです。まさに自然がつくった芸術です。

また，洞くつの生きものといえば，コウモリを思い

 浮 かべますが，ほかにもたくさんの生きものが生息し
う

ています。光のない世界で生きものたちは，眼が退化

したり，体が白っぽくなったり， 触角 
しょっかく

や 脚 が長くなる
あし

などしていきました。生きものたちは，暗黒の閉ざさ

れた世界に適応する形に進化しているのです。

本 企  画  展 では，まず 狭 い通路を通り，洞くつを探検
き かく てん せま

している気分を味わってもらいます。次のコーナーで

は，さまざまな洞くつの成り立ちや鍾乳石の種類やで

き方を 紹 
しょう

 介 します。ここではいろいろな鍾乳石をみる
かい

ことができます。「洞くつの生きものたち」では，コ

ウモリをはじめ，洞くつの生きものたちのおもしろい

生態を紹介します。眼が退化した魚ブラインドケー

ブ・カラシンや小さな生きものの生体，白くてやわら

かい 謎 の物質ムーンミルクを展示する予定です。
なぞ

「洞くつの探検と調査」では，探検に使う道具を紹

介したり，実際に探検に使うロープの結び方を体験し

たりできます。そのほかにも，洞くつでみつかる化石

や洞くつと人間のかかわりについて紹介します。

 普  段 なかなか出会うことのない「洞くつ」という地
ふ だん

下に広がるふしぎな世界を，この企画展で味わってみ

てはいかがでしょうか。　　　　（資料課　諸橋靖子）

第６5回
企画展

洞くつ探検　～地下に広がるふしぎな世界～
Cave Exploration －A Magical Journey Beneath the Earth

会　　期 2016年２月20日（土）
　　　　　　　～2016年６月12日（日）
　　　　　2月20日（土）は午後1時からの公開となります。
開館時間 9：30～17：00（入館は16：30まで）
休　館　日 毎週月曜日
 ※3月21日（月）は開館し，翌日22日（火）が休館となります。

●自然講座　石灰岩から化石をみつけよう！
日　時：2016年３月５日（土）13：30～15：00
場　所：博物館内
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（受付は終了しました）
参加費：無料

●自然講座　洞くつの生き物たち（仮称）
日　時：2016年５月２８日（土）13：00～14：30
講　師：曽根信三郎氏（日本洞窟学会）
場　所：博物館内
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：50名（事前申込み・先着順）
参加費：無料

●自然観察会　あぶくま洞・入水鍾乳洞を探検しよう！
日　時：2016年６月５日（日）9：00～15：00
場　所：あぶくま洞（現地集合），入水鍾乳洞
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（事前申込み・抽選）
参加費：別途，あぶくま洞，入水鍾乳洞の入場料が必要です。

展示構成

　１：洞くつって何？

　２：洞くつの生きものたち

　３：洞くつの探検と調査

　４：洞くつで見つかる化石

　５：洞くつと人間

　６：いろいろな洞くつ

幕状鍾乳石（カーテン）　 ブラインドケーブ・カラシン 日本で最初に発見された洞くつ（地下水）生物
カントウイドウズムシ　　　撮影：茅根重夫

眼が退化したアシナガチビゴミムシ
撮影：曽根信三郎

燐光が美しいフジマシラグモ
撮影：小松　貴
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中期計画2015シリーズの第3回は，広報活動の取り

組みについて紹介します。本計画の三本柱には，第1

回で紹介した「地域に根ざした博物館」とともに，

「最新のICT化に対応した博物館」と「おもてなしの

心で夢を提供する博物館」という目標を 掲 げています。
かか

まず，ICT化対応です。博物館活動では，資料の

データベース化推進，展示解説へのICT導入などが目

標となりますが，なんといっても情報化社会に対応し

た効果的な広報活動が重要な時代となっています。当

館では開館3年目の1997年10月1日にインターネット

ホームページを開設しました。その年間アクセス件数

は開設当時の1998年度が 20,573件，開館10周年の

2004年度が132,180件，開館20周年を迎えた昨年の

2014年度が361,875件となっており，インターネット

利用者が急激に増加している 状  況 がうかがえます。ま
じょう きょう

た，当館で開館以来 実  施 している来館者へのアンケー
じっ し

ト調査で，はじめて来館する人が当館を知った情報源

は，2004年 度 は ① 口 コ ミ（39％）， ② ポ ス タ ー

（16％），③新聞・雑誌（13％），④インターネット

（9％）でしたが，昨年度の集計では ①口コミ（26％），

②インターネット（20％）， ③ポスター（13％）となっ

ており，インターネットによる広報の重要性がいかに

高くなっているかがうかがえます。

当館では，みやすく使いやすいホームページを目指

して，2014年3月にリニューアルしました。そのおも

な改善点は，新着情報へのイベント情報の 即  時  掲  載 ，
そく じ けい さい

フェイスブックによるフレキシブルな広報などです。

また，イベント申込，各種刊行物PDFのダウンロード，

標本資料の 検  索 なども利用しやすくなりました。
けん さく

次に，おもてなしの心です。当館で広報を担当する

私たちは，ICT化など最新の技術ばかりに 頼 っている
たよ

わけではありません。県内外で開催されるイベント会

場や大型商業施設にとっておきの資料を持って出かけ

る「ミニ移動博物館」は，重要な広報活動です。また，

9月のシルバーウィークには，敬老の日にちなんで

「3世代で博物館｣プレゼントキャンペーンを実施し，

394組のお客様にプレゼントを 贈  呈 しました。これか
ぞう てい

らも 皆 さんに喜んでいただける楽しい広報活動を展開
みな

していきたいと思います。　　　（企画課　小幡和男）

来年の干支は 申 年で動物ではサル
さる

があたります。

日本に生息する 霊 
れい

 長 
ちょう

 類 はヒトとニ
るい

ホンザルのみで両者は最も近い 縁戚 
えんせき

関係にあります。

このため古来より 狩 
しゅ

 猟 の対象とは
りょう

せず神の使いとして 崇 められたり，
あが

サルというよび名から「 魔 が去る」
ま

「勝る」ということで，サルの人形

や毛が災害よけのお守りとされてお

りました。サルと人の長い歴史から

「 猿  蟹 合戦」「 桃  太  郎 」などの昔話
さる かに もも た ろう

や， 童  謡 の「お猿のかごや」，絵画
どう よう

では「 野  猿  図 」，植物の「 猿  麻 
や えん ず さる お

 ■ 」
がせ

など 幅 広い分野にわたり深いかかわ
はば

りを持っています。

ニホンザルは鹿児島から青森まで

広く分布し，関東でも千葉，埼玉，

群馬，東京に生息していますが，不

思議なことに我が茨城県にはおりま

せん。しかし， 猿  島 台地，猿島郡，
さ しま

猿島村（ 旧 
きゅう

 称 ）の名称やサルにかか
しょう

わりの深い山王神社も各地にあり，

その由来には，地形説・人名説など

があるようです。

干支の申(猿) 館長コラム　by director SUGAYA

広報活動の新たな展開 中期計画201中期計画20155３　３

イラスト：池上侑花(ミュージアムコンパニオン)

ホームページのトップページ
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碧い蝶
 皆 さんはモルフォチョウという 碧 
みな あお

く美しい 翅 をもつチョウを知ってい
はね

ますか。

モルフォチョウは中央アメリカか

ら南アメリカにかけて生息する大型

のチョウです。モルフォとはギリ

シャ語で「美しい」を意味し，ミイ

ロタテハ，トリバネアゲハとともに

世界三大美蝶といわれています。　

翅に金属 光  沢 があるのが 特 
こう たく とく

 徴 です。
ちょう

これは 鱗  粉 そのものが光っているの
りん ぷん

ではなく， 構  造 
こう ぞう

 色 という現象によっ
しょく

て光っています。構造色とは 微  細 な
び さい

構造によって光が 干 
かん

 渉 して色づいて
しょう

みえていることをいい，シャボン玉

やCD， 孔 
く

 雀 の羽にも構造色がみら
じゃく

れます。また 輝 くような碧い翅をも
かがや

つのは 雄 のモルフォチョウで 雌 はあ
おす めす

まり 綺  麗 な翅をもっていません。そ
き れい

して 雌  雄 ともに翅の裏側は地味な茶
し ゆう

色をしています。

当館の第４展示室ではモルフォ

チョウをはじめとする美しいチョウ

はもちろん，たくさんの 昆 
こん

 虫 の標本
ちゅう

を展示しています。博物館にお 越 し
こ

の際にはぜひご覧ください。

（ミュージアムコンパニオン　佐藤里奈）

小さな発見－ミュージアムコンパニオン－

極東ロシアにおける野生クマ類調査 研究報研究報告告　11

2015年10月，野生のクマ類調査のためロシアのシ

ホテ・アリン自然保護区を訪れました。ここは，世界

自然遺産に指定されている地域であり， 黒  澤 
くろ さわ

 明 
あきら

 監  督 が
かん とく

映画化したロシア人探検家の紀行文「デルス・ウザー

ラ」の 舞  台 であることでも知られています。ロシアと
ぶ たい

いうと，どこか遠い国のイメージがあるかもしれませ

んが，調査地に最寄りの沿海州の都市テルネイは北海

道とほぼ同じ 緯  度 で，
い ど

 稚内 から日本海をはさんでわず
わっかない

か400kmの 距  離 にあります。
きょ り

この地に生息する動物には日本と共通種も多く，シ

マフクロウやシマリス，ユキウサギなど北海道にみら

れる種や，ニホンジカやイノシシ，タヌキやキツネと

いった日本でもなじみの深い動物が生息しています。

加えてアカシカやムースといった大型のシカ類や，日

本では 既 に 絶  滅 してしまったオオカミやカワウソが生
すで ぜつ めつ

息するなど，人間の 影 
えい

 響 の少ない原生的な自然が残さ
きょう

れています。また，クマ類に関しては，日本では北海

道にヒグマ，本州・四国にツキノワグマとわかれて生

息する2種が，同所的に生息するという世界的にもま

れな地域です。さらに，ここにはトラのなかでも大型

 亜  種 のアムールトラが生息しており，ときにクマがト
あ しゅ

ラの 餌 になるというスケールの大きな生態系が広がっ
えさ

ています。これらの種がお 互 いにどのような影響を 与 
たが あた

えながら生息しているのか，その解明に取り組むのが

本調査の目的のひとつです。

森にすむ多くの動物たちの餌資源となっているのが，

チョウセンゴヨウという 巨  大 な球果（マツボックリ）
きょ だい

をつける松の実です。人が食べてもおいしく，サラダ

のトッピングやおつまみなどに利用されています。日

本では本州中部の 山  岳 地域にまれに生育しますが，ロ
さん がく

シア極東地域では広大な森を形成しています。結実量

は年により変動がありますが，今年は不作の年でした。

クマたちはこのような秋は何を食べているのでしょう

か。 痕  跡 を探していると，森の中に点在する地面に深
こん せき

く 掘 られた穴にその答えの 一  端 がみつかりました。リ
ほ いっ たん

スのなかまは地中の巣穴に食べ物を貯食する性質があ

るのですが，その大きな穴はリスが貯めた松の実をク

マが掘り起こして食べた 跡 だったのです。地中にある
あと

松の実をみつけるクマの 嗅 
きゅう

 覚 に感心しますが，小さな
かく

リスがせっせと貯めた松の実を大きなクマが横取りす

るなんて，どこか童話に出てきそうな話です。

今後，調査が進むにつれて，さまざまな生物が 相  互 
そう ご

に関係をもちながら成立している森の神秘が解明され

ることが期待されます。　　　　（教育課　後藤優介）

リスによるチョウセンゴヨウ球果の食べあと　種子の殻を割り中身を食べる リスが地中に貯食した松の実をクマが掘り起こした跡

メラネウスモルフォ
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桜川は，桜川市を源に，筑西市からつくば市を流れ，

土浦市で霞ヶ浦に流入する総延長54kmの河川です。

桜川では，茨城県や 環 
かん

 境  省 
きょう しょう

が指定する20種を 超 える
こ

 絶  滅  危  惧 植物の生育が確認されており，特に下流域に
ぜつ めつ き ぐ

は，トネハナヤスリ，ハナムグラ，ゴマノハグサなど

の 河  川  敷 の 湿  地 環境に生育する希少種がみつかってい
か せん しき しっ ち

ます。この桜川で，茨城県初記録の植物ヨロイグサの

生育を確認したので報告します。

ヨロイグサは，草 丈 2～3mになるセリ科の大型植物
たけ

で， 鎮  痛  剤 として漢方の生薬となり，しばしば 栽  培 さ
ちん つう ざい さい ばい

れることもあります。発芽から開花結実までに数年を

要しますが，花実をつけるとその年に 枯 れてしまいま
か

す。日本では，九州地方と中国地方がおもな分布域と

なっています。また， 朝 
ちょう

 鮮 半島，中国東北部，シベリ
せん

アにも分布します。兵庫県，大阪府，東京都，栃木県，

宮城県でも標本の記録がありますが，栽培品の可能性

があり，東方向にどこまで分布しているのかははっき

りしません。また，愛媛県産標本の再検討により，四

国初記録のヨロイグサがあることがわかりました。

桜川でヨロイグサを最初に発見したのは，県内の植

物の分布を精力的に研究している 栗  原 
くり はら

 孝 さんで，
たかし

2010年6月に土浦市飯田の桜川河川敷で調査をしてい

るときでした。このとき採集した標本をいっしょに検

討したのですが，よく似たシシウドとの区別がつかず，

花実がついてから再度検討しようということになりま

した。シシウドは，茨城県内では山地の明るいところ

に 比  較  的  普  通 にみられます。低地の河川敷にシシウド
ひ かく てき ふ つう

が生育することはめったにないので，桜川で確認した

シシウドに似た植物はヨロイグサの可能性があると考

えました。

栗原さんは，その後2012年まで，花実のついた標

本を採集したり，分布 状  況 を確認したり，再調査を重
じょう きょう

ねました。その結果，葉の大きさ， 鋸  歯 の形， 花  茎 の
きょ し か けい

太さ，開花の時期，果実の構造など，ヨロイグサの 特 
とく

 徴 
ちょう

を確認することができました。また，分布も 広  範  囲 
こう はん い

で桜川の両岸数kmにわたって，かなりの個体数が生

育していることがわかりました。

さらに，2013年に横浜薬科大学の 寺 
てら

 林 
ばやし

 進 教授，
すすむ

2014年に人間環境大学の 藤  井  伸  二 
ふじ い しん じ

 准 教授に標本をみ
じゅん

ていただく機会を得て，桜川のこの植物がヨロイグサ

であることが確定的となりました。その後，2015年

まで博物館と合同で 詳 
しょう

 細 な分布調査を 実  施 しました。
さい じっ し

今後，これらの研究成果をまとめて発表したいと考え

ています。　　　　　　　　　　（企画課　小幡和男）

とにかく動かないウツセミカジカ
ウツセミカジカは魚というよりは

 爬 
は

 虫 
ちゅう

 類 のような顔をしています。 普 
るい ふ

 段 は第３展示室の 水  槽 の底でとにか
だん すい そう

く動かないので，そこもまた魚らし

くありません。よくお客様から「生

きているの？」と心配されてしまい

ますが，あまり動かないのには 鰾 の
うきぶくろ

有無が関係しています。

多くの魚は鰾という器官で 浮 
ふ

 力 を
りょく

調整し水の中を自由に泳ぎますが，

この魚には鰾がありません。そのた

め 浮 くことができず，普段は底で
う

じっとしていることが多いのです。

しかし，活動的な一面もあります。

餌のアジを 与 えると大きな 胸  鰭 を力
あた むな びれ

強く動かし，餌を 捕 らえます。頭部
と

には 振  動 を察知する感覚器官が発達
しん どう

しているので， 獲  物 や餌への反応が
え もの

速いです。

鰾という魚特有の器官はないもの

の，厳しい自然界を戦い 抜 く 闘  志 は
ぬ とう し

体の中に秘めているのでしょう。人

も魚もみかけによりません。心配し

てくださった 皆 様，ご安心ください。
みな

ウツセミカジカはたくましく生きて

ますよ。　　（水系担当　薮内雅英）

おさかな通信

ヨロイグサ 研究報研究報告告　22

ヨロイグサの果実　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：栗原　孝）

ウツセミカジカ

ヨロイグサの花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：栗原　孝）
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今年になって，身近でよくみられるハチに，新たな

報告がありましたので，それを2つ 紹 
しょう

 介 しましょう。
かい

ムモンホソアシナガバチは，ほかのアシナガバチよ

り色白なハチです。県内にも広く分布し，林の中や 縁 
ふち

の低木や草本の葉の裏に，よく巣をつくります。

よくみることができるムモンホソアシナガバチです

が，これまで中国からベトナムに広く分布する

Parapolybia indica という種と考えられていました。最
近になって茨城大学の 諸  岡  歩  希 

もろ おか ふ き

 准 教授らのグループは，
じゅん

日本のムモンホソアシナガバチが P. indica とは異なる
形質があることを発見しました。P. indica と長年思わ
れていた本種ですが，それとは別種の新種のハチであ

ることがわかったのです。諸岡先生はこのハチに 

Parapolybia crocea という新しい学名をつけました。
当館では，学名をつける際に参考にした標本のひと

つであるオスのパラタイプ標本を 寄  贈 いただきました。
き ぞう

また，当館の自然発見 工  房 の 軒  下 に， 竹  筒 を束ねた
こう ぼう のき した たけ づつ

トラップを 仕  掛 けてあります。そこにも営巣する種で，
し か

県内では 普  通 にみられるオオフタオビドロバチという
ふ つう

ハチがいます。 借 
しゃく

 坑  性 （ 既  存 の坑を利用して巣をつく
こう せい き そん

る）の大型のハチで，日本でこの類の新たな発見はな

いと思われていました。

しかし，オオフタオビドロバチに 紛 れて，だれもそ
まぎ

の存在に気づかなかった新種のハチが発見されました。

それが，今回新種として報告されたオデコフタオビド

ロバチ Anterhynchium gibbifrons です。頭頂部が 突 
とっ

 出 し
しゅつ

ていることで，この名前がつけられました。こんな大

型のハチの新種がまだみつかるのは 驚 きです。
おどろ

この標本は，発見者の 室  田  忠  男 氏より寄贈いただき
むろ た ただ お

ました。現在，このハチが記録されているのは福井県

のみです。調査が進めば，ほかの地域でも記録される

かもしれません。　　　　　　　（資料課　久松正樹）

新種のハチ

新しい学名がつけられたムモンホソアシナガバチのオス(左)とメス(右)

ヒカリゴケ

コケのなかで知名度が高いもののひとつにヒカリゴ

ケがあります。 洞 くつの入り口や 岩  陰 に生育し，日本
どう いわ かげ

では，埼玉県の 吉  見 
よし み

 百 
ひゃく

 穴 ，東京都の皇居，長野県の 岩 
あな いわ

 村  田 などでみられ，天然記念物に指定されている場所
むら だ

も多くあります。ヒカリゴケはホタルなどとは異なり，

自ら光を放たず，反射だけで光ってみえます。ヒカリ

ゴケの 細  胞 を 顕  微 
さい ぼう けん び

 鏡 
きょう

でみると 綺  麗 な丸い形をしていて，
き れい

葉緑体が中心に集まっています。これがレンズのはた

らきをしていて，弱い光を集めて反射板のようにキラ

キラと 輝 
かがや

くのです。これは， 薄  暗 い場所で効率的に光
うす ぐら

を集めるためのしくみではないかと考えられています。

ヒカリゴケの光っている細胞は，「 原  糸  体 」とよば
げん し たい

れる部分です。原糸体はコケの赤ちゃんのようなもの

で， 胞  子 から発芽してすぐにできる， 藻  類 のような体
ほう し そう るい

です。この一部からコケの大人の体である 茎 と葉がで
くき

きるのですが，ヒカリゴケの茎と葉はまったく光りま

せん。大人になると輝きを失ってしまうとは，何とも

切ない気分になります。なお， 普  通 のコケは茎と葉が
ふ つう

できると原糸体は消えてしまうのですが，ヒカリゴケ

は原糸体がずっと残り，生き続けることができます。

現在，博物館ではヒカリゴケの 栽  培 に
さい ばい

 挑 
ちょう

 戦 していま
せん

す。すずしく 湿 った環境を好むため，バックヤードの
しめ

冷蔵庫で約10℃， 湿  度 約100%に保って栽培していま
しつ ど

す。長野県の飯田市美術博物館で展示されていた株を

 譲 っていただいてから約2か月が経ちましたが，生育
ゆず

はたいへん良好です。 企  画  展 「洞くつ探検」で公開予
き かく てん

定ですのでご期待ください。　（資料課　鵜沢美穂子）

収蔵品紹収蔵品紹介介

日立市御岩山に生育するヒカリゴケ

なるほど博物なるほど博物館館
このコーナーは，自然に関するさまざまな情報を，

わかりやすくお伝えするコーナーです。

オデコフタオビドロバチのメス
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トピックス

○シルバーウィーク「３世代で博物館」プレゼントキャンペーン

2009年から6年ぶりに訪れた５連休のシルバー

ウィークでしたが，いかがお過ごしだったでしょうか。

当館では，2015年9月19日(土)～23日(水)のシルバ 

ーウィーク期間が，敬老の日を中日とすることから

「３世代」で来館されたご家族を対象に記念品をプレ

ゼントさせていただきました。

はじめてのイベントでしたが，期間中は当初の予想

を大きく上回るご家族が参加してくださり，計394組，

2,057名ものご家族にプレゼントをお渡しすることが

できました。プレゼントを受け取り「なにが入っている

んだろうね」「おじいちゃんおばあちゃんと来てよかっ

たね」といった声を聞くことができ，プレゼントを囲

み和気あいあいとしたご家族のすがたが印象的でした。

今回の好評を受け，来年以降の敬老の日を 含 む連休
ふく

にも同様のイベントを 実  施 する予定です。ご家族にも
じっ し

楽しめ，愛される博物館を目指し，今後もいろいろな

イベントを計画いたします。また 皆 さんでご来館くだ
みな

さい。　　　　　　　　　　　　（企画課　丹波優市）

○嫌われものの動物たち連続講座

10月31日（土）に，自然講座「 嫌 われものの動物た
きら

ち連続講座」を行いました。この講座では，現在 開  催 
かい さい

している企画展「くらしの中の動物」に登場する嫌わ

れものの動物たちを取りあげました。シロアリ，ゴキ

ブリ，ハチ，ネズミ，ヘビについて，それぞれの動物

の生き方や自然界で担うはたらきなどを，5名の企画

展スタッフが20分ずつ話をしました。生態について

 詳 しく説明するものがいる一方，企画展準備のようす
くわ

を 撮  影 した動画を上映するものがいたり，参加者に生
さつ えい

体のタッチングをしてもらうものがいたりと，それぞ

れの学芸員の個性が光る講座となりました。

参加者からは，「 懸  命 に生きる嫌われものの動物と
けん めい

私たちは，必ずどこかでつながっていると思った」

「人間の都合で『害』ととらえられてしまっているが，

それぞれの動物が工夫して生きていることがよくわ

かった」といった，嫌われものの動物たちに対する温

かい感想をいただきました。

今後も，大人から子どもまで，どなたにでも楽しみ

ながら学んでいただけるような講座を開催します。ご

期待ください。　　　　　　　　（教育課　潮田好弘）

○森林・林業体験学習の実施 

　－茨城県農林水産部林政課との連携－

茨城県農林水産部林政課が窓口となり 募 
ぼ

 集 している
しゅう

森林・林業体験学習の会場として，今年度より当館が

利用されることとなりました。この学習は，林政課か

ら 委  託 された緑化推進機構の職員の案内のもと，参加
い たく

する各団体が当館野外施設の雑木林で自然観察を行っ

たり，丸太切りなどの体験学習を行ったりするという

ものです。

５月に実施された 笠  間 市内の小学校の団体を皮切り
かさ ま

に，11月上旬までに全１７団体，計９５５名の方が森林・

林業体験学習に参加しました。今後も予約が入ってお

り，今年度で1,000名を 超 える方が博物館内での森
こ

林・林業体験学習に参加される予定です。

参加した子どもたちは，自然観察の後の丸太切り体

験で，直径１５㎝あまりの丸太を一生懸命のこぎりを

使って切っていきます。切り取った丸太は，お 土産 し
み や げ

て持ち帰ります。林業体験の楽しい思い出となること

でしょう。博物館でのこの体験を思い出に，また博物

館に来て野外施設を季節ごとに楽しんでいただけると

幸いです。　　　　　　　　　（教育課　小泉直孝）

アオダイショウの幼蛇をタッチング

３世代で来館されたご家族

丸太切り体験のようす
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シルバーウィークの自然発見 工  房 前に， 突  如 見慣れ
こう ぼう とつ じょ

ない建物が建ちました。その建物は「ゲル」。モンゴル

の遊牧民が住んでいる伝統的な住居です。 家  畜 ととも
か ちく

に移動しながら生活するために，ゲルは組立式の住居

となっていますが，想像以上にしっかりとしており，

家を 覆 う天幕の 装 
おお そう

 飾 
しょく

や室内の色 鮮 やかな調度品をみる
あざ

と，組立式であることを忘れてしまうような存在感で

す。しかしなぜ，博物館に「ゲル」なのでしょうか。

当館は，来年夏に 開  催 予定の 企  画  展 「ユーラシアス
かい さい き かく てん

テップの大自然（ 仮 
か

 称 ）」に向けて準備中です。この企
しょう

画展では，モンゴルを中心としてその周辺に広がる草

原地域の人々の生活や文化，草原の動植物などを 紹 
しょう

 介 
かい

する予定です。その取材のため9月13日から9月23日

までゲルを建てたのです。

ゲルの借用から組み立て・解体まで，中国 内  蒙  古 自
うち もう こ

治区出身のウリジさんの全面的な協力を得ることがで

きました。運ばれてきたゲルの部品はコンパクトでし

たが，組み立てはじめると，意外に大きいことがわか

ります。約3時間後に組み上がったゲルは直径が約6m，

高さは約2.7mの立派な建物となりました。10日間の

公開の後，ゲルを解体しましたが，解体作業は開始か

ら40分ほどで 終了 してしまいました。あまりにあっ
しゅうりょう

けなく解体されてしまったことに 驚 くとともに，遊牧
おどろ

生活にたいへん都合のよい家屋であることを改めて実

感しました。

来年夏のゲル，そしてモンゴルの大自然にまつわる

展示をどうぞご期待ください。　（資料課　宮本卓也）

－８－

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
線
）

モンゴルの移動住居「ゲル」博物館に現る

編集後記

　今号の表紙にも登場している菅生沼の清掃活動イベ

ント｢菅生沼エコアップ大作戦！｣を2015年11月21日に

実施しました。活動中，沼から引き上げたタイヤの中に

絶滅が危ぶまれているニホンウナギがみつかりました。

人間の都合で捨てられたゴミが絶滅危惧種のすみかに

なっているとは，なんとも皮肉な話ですね。

　今一度，自分の身近なところからでも自然環境のた

めにできることを考えてみてみませんか。　　　（Y．T）

ゲルの組み立て風景 完成したゲル


